
J A 3 U S A 　島本正敬

2 0 1 2 年 9 月 1 7 日、 X P O 記念コンテストが例年のように
開催されました。ご存知のようにこれは大阪万博の
特別記念局 J A 3 X P O を記念して万博が終了した 9 月 1 5
日前後に行われています。以前、J A 3 X P O の関係者と
してこのコンテストに出たら？と島さんに言われた
こともありましたが、これまで参加したことはあり
ませんでした。その島さんも今年のこの X P O 記念コ
ンテストにはおられません。その代わりにと私が初
参加しました。それというのも、J A 3 X P O が島さんと
私が出会うきっかけだったからです。
D X ニュースを貰うため、毎週 W 6 の局と 2 1 M H z でス
ケジュールを組んでいました。 1 9 7 0 年 1 月か 2 月のそ
んなスケジュール Q S O のことです。いつものように
ニュースの伝達が終わろうとした時、大阪万国博に
出展するサンフランシスコ市館がアマチュア無線局
に場所を提供したいと言っているという話が飛び出
しました。それに驚き、その話に間違いがないか再
確認するためサンフランシスコ市とコンタクトをお
願いすると、やはり間違いがないという返事が返っ
てきました。早速このことを J A R L の関西支部に連絡
したところ、姉妹都市として万博のサンフランシス
コ館の準備を手伝っていた大阪市へ、 J A R L から確認
連絡が行われました。最初は、そんな話は聞いてい
ないとの回答でしたが、大阪市からサンフランシス
コ市に問い合わせられたところ、事実と判明。 J A R L
が色めき立ちました。それ以前に、 J A R L は大阪万博
でアマチュア無線局を開設しようと奔走されたのに
結局実現しないという状況だったそうですから、そ
の時の喜びは容易に想像することができるでしょ
う。
島さんが大阪万博の特別記念局のリーダーとなられ
た過程は存じませんが、正式にサンフランシスコ市
と確認作業が行われてから非常に短期間で準備が始
まりました。そこでこの話を持ち込んだ私と島さん
が J A R L 関西支部でお会いすることになったのが、島
さんと私のの最初の出会いでした。

島さんは当時 3 0 代後半でしたが、それより歳が半分
くらいの（ 2 0 歳）の若僧の私に笑顔で穏やかに話さ
れ、初対面と言うのに気軽にいろいろなお話ができ
たという記憶です。島さんの穏やかな対応、また島
さんという方の予備知識もなしでお会いしたからで
しょう、島さんが亡くなられて多くの方が「雲の上
の人…」というような表現をされているのを見聞き
して大変驚き、私の島さんに対する接し方を考える
時、何か奇妙な感覚にとらわれました。
J A 3 X P O の準備期間は一カ月程度しかありませんでし
た。そして無線局の検査は確か大阪万博開場の前日
か数日前だったと記憶しています。そんな短期間
に、無線設備やタワーを含むアンテナの手配と設
置、無線局周辺のディスプレイ、免許や無線局管理
者の選考や依頼、関係者が万博会場に出入りするた
めのパスの準備まで、島さんが駆けずり回って 3 月 1 5
日の開幕に間に合わされたのでしょう。
万博がスタートしてからの日々についての記憶は余
り定かではありません。それは単調な毎日であった
ためということではなく、余りにもいろいろな多く
のことが毎日のように起こっていたからでしょう。
万博期間のあるときから、サンフランシスコ館のホ
ステスであった現在の家内と付き合い始めていまし
た。万博が終了し、大学を終えるために米国に戻っ
て行った彼女と万博終了して 1 年半の後に結婚しまし
たが、その時、島さんが「やっと J A 3 X P O が終わっ
た」と仰ったことを今も忘れません。万博の 6 カ月間
を経て、J A 3 X P O のメンバーにとっては家族のような
感覚が育ったからに違いありません。それは、島さ
んのリーダーシップとハムに対する強い思いと大き
く関係しているからだと感じます。 J A 3 X P O のメン
バーの何人かは既に他界されました。島さんも亡く
なり、日本のハムの一時代の終焉を感じるのは私だ
けでしょうか。
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D i a m o n d  D X C C  A w a r d
J A 3 A O P  杉山　曉

今年はD X C C  A w a r d  が始まってから７５周年になります。
これを記念して本年中に1 9 3 7 年当時の1 0 0 エンティティーとQ S O
し、申請のあった人にD i a m o n d  D X C C  A w a r d  が与えられます。
h t t p : / / w w w . a r r l . o r g / d i a m o n d - d x c c
私も1 9 3 7 年生まれ、7 5 周年の記念にA w a r d  を頂けないかチェック
してみました。H a m L o g に納めてある交信記録から、2 0 1 2 年1 月1 日
以後のQ S O を各エンティティーでソートし、A R R L のH P のD X C C  >  
D D X C C  コーナーにあるエンティティー・チェックのE x c e l l  に埋め

込んでいきました。作業の途中でもS a v e して
おけばA R R L のH P で保存してくれます。後
日、作業を再開したときには続きの作業をす
ることができます。
自分なりに調べたところ、1 2 9 エンティティー
ありましたので、L o g 提出をクリックして申請し
ました。翌日には条件に適さないQ S O が8 件
あり1 2 1 のエンティティーでD D X C C  A w a r d を
受け付けた旨メールがありました。1 週間あま
りで賞状が届きました。
すでに、賞をもらった後も、自分の集計表に
Q S O を追加して行けば記録の更新ができま
す。最初の申請時に＄1 3 ( U S A ) ,  $ 1 4 ( D X ) が

送料込みで必要ですが以後のエンドースメントは無料です。
スティッカーは1 2 5 , 1 5 0 , 1 7 5 , 2 0 0 , 2 2 5 . に最終時点（F e b .  2 0 1 3 ) に送
付されます。
先日のペディションのN H 8 S は1 9 3 7 年のどのエンティティーにも属
さないとか、旧満州に相当する現中国局のリストとか、詳細な情報
が提供され、更新されています。
現在のD i a m o n d  D X C C  s t a n d i n g s  もW e b に掲載されています。

J I 3 Z A G - N L  O c t .  2 0 1 2    -  p .  3  -


